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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚　　それは旅の半ばの一つの出来事。
新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。
ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。 Vol．233
［結婚して子どもを二人産むのが当たり前ですか］
★政治のことなんて関心ないと思っている人も、今回ばかりは
怒ったようです。私のもとには「中学生の娘があの大臣の発言
にはむかついたと言い、夫もこういう人が少子化問題を担当
しているとは日本の将来もないと、夕食はこの話題でもちきり
でした」といったメールが続々と届きました。
★数年前に石原慎太郎東京都知事は、「文明がもたらした最も
悪しき有害なものはババア。生殖能力を失っても生きてるって
ことは無駄で罪」だと発言しましたが、この時は今回ほど怒り
が広がりませんでした。補正予算の審議拒否に非難はありま
したが、そうした一連のことでマスコミがバンバン流した効果
でしょうか。それよりもやはり格差が広がり、子どもをほしい
のにそんな環境にないことへの不満や、人を生産性の良い機
械としか見ず、法人税を減らしても人々の医療や福祉をどん
どん切り捨てていく政府への苛立ちが背景に大きくあるから
だったと思います。
★今回の柳澤大臣の発言は謝罪によって終わりというもので
はなく、女性を産む機械と思わず言ってしまう、その発想の裏
には、子どもは労働力であり、社会保障の財源であるという考
えがあること、それは同時に、男性はモノを作り、経済性を高
める道具という発想だということを指摘し、それを大転換させ
る必要があります。
★また、女は子どもを産んで当たり前というのは、これまでの
「ふつう思想」「当たり前思想」です。結婚して当たり前、子ど
もを産んで当たり前という考えが、未婚者や離婚者、子どもの
いない人をどれだけ苦しめてきたでしょう。「ふつう」からはみ
出た人たちへの政策の貧弱さは言うまでもなく、障害をもつ
人の自立を阻む「障がい者自立支援法」も成立し、高齢者や母
子家庭、生活保護世帯への支援切り捨てはどんどん進んでい
ます。この「ふつう思想」「当たり前思想」が「結婚して子ども
二人を産むのが健全」という考えに直結するのです。
★私たちは20年も前からどんな立場の人の命も、そして暮ら
しも大切にしてほしいと訴えてきました。その思いをしっかり
政治にぶつけていかなければなりません。
★非正規雇用やワーキンクプアも増え、好きな人ができても
子どもを産むのを経済的にためらう人も多くいます。安定し
た雇用と収入、住宅、環境、子育てを楽しめるワークライフバラ
ンスのとれた社会等々、やるべきことは山積しており、これを
機に政治にもっと圧力をかけていきませんか。　　（円より子）
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もっと知りたい・伝えたい
～お互いの気持ち～
　毎日、顔を合わせて一緒に暮らしている相手だからこそ、面と向かって聞けない
気持ちがある。いまさら言えない言葉がある。それを「紙面を通じて伝えませんか」
という呼びかけに、いくつかの声が応じてくださいました。
　みなさんも、どんどん声をお寄せください。書くのは面倒だけれど、話すのなら
OKという方はご一報を。文章化のお手伝いをさせていただきます。
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「精一杯、応援しているんだよ」
【寄稿】ペンネーム：さくら（栃木県・看護師）
　都内でひとり暮らしをしている大学2年忌長女から
電話があった。
　「私さ、アルバイトをいっぱいして、お金を貯める
んだ」。
　長女に家賃と携帯代プラス生活費を送金しているシ
ングル・マザーの私には、長女が何を言いたいのかは
うすうすわかっている。
　長女は最近の娘には珍しく、ファッションや美容に
は興味がなく（本人曰く、したくとも余裕がないという
ことらしい……）、ひたすら勉学と部活とバイトに明け
暮れている。部活はオーケストラ部で、中学から高校
にかけての6年間、吹奏楽でホルンを吹いていた。1
年間留学したカナダと、大学に入学して入ったオーケ
ストラ部でもホルンを続けている。
　その長女が、こう言った。
「お母さん、私さ、5歳から始めた水泳は5年、小学1年
で始めたそろばんは6年続けたよね。だけどさ、ホル
ンは中学1年から9年間吹いているんだよ。6年しか続
けなかったそろばんが自分持ちなのに、9年も続けて
いるホルンは自分のじゃあないんだよ1　自分のホル
ンで吹いてみたいんだよ。周りのみんなの楽器は自分
持ち。親が買ってくれたんだって」。
　そこを突かれると、シングルマザーとして胸が痛い。
とりあえず反撃してみる。
　「社会人になってから、給料を貯めて買ったら？」
　「お母さん、何でわかってくれないの？　私は大学
でホルンを吹いている今、欲しいのよ1　社会に出て
しまったら、ホルンを吹けるかどうかわからないじゃ
ない1」。
　私も食い下がる。
　「駅前の楽器店で見つけた6万円のホルンじゃダメ
なの？」
　「また、その話1？　私のホルンの腕をバカにしてる
の？　だったらその6万円、現金でちょうだいよ。私
は最低でもその10倍のホルンが欲しいの。3年になる
来年、大学最後の演奏会に、どうしても自分の楽器で
吹いてみたい……」。
　長女のストレートな気持ちが伝わるだけに、贅沢な
欲求だと思いながらも、親としては切なく歯痒い。
　思えば、今まで長女の人生は、けっして幸せとは言
い難いものだった。
　生後1ヶ月、初めて外出した乳児検診での帰り道、
事故に遭い、左目の下を6針縫う怪我をした。その後、
小学4年の秋、慢性の腎疾患を発症し入退院を繰り返
し、さらに薬（ステロイド）の副作用から骨が脆くなり、
ランドセルを背負っただけで骨折したり……。落ち着
いたのは高校に入学してからだった。そして、下腹部
の違和感から卵巣腫瘍が見つかり、摘出手術を受けた
のが昨年、20歳の時だった。
　しかし、小学5年で親の離婚を経験し、経済的にも
けっして恵：まれていたとはいえない生活の中で、常に
長女は前向きだった。
　せめて、そんな長女の願いを叶えてあげたいとは思
うのだが……。
　離婚後、娘二人を抱えて、働きながら資金を貯め、5
年かけて看護師の資格を取得したホヤホヤの新米ナー
スの身では、長女に援助してやれる余裕もない。
　ごめんね。でもね、精一杯、応援しているんだよ。
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「10年目の＝人暮らしについて」
【寄稿】M・S（東京都・フリーター・23歳）
　こんにちは。土日を含めた週に4～5回バイトに行
き、フリーターであることを心の底で多少やましく思
いながら、休みの日には少ないお小遣いで美味しいも
のを食べに行くことを日々の糧に生きる、23歳の女子
です。
　ユニクロの安いフリースのパジャマを着て、畳に寝
っころがりながら宅配ピザのチラシを手に「美味しそ
う」と見入っていると、「早くそういうの躊躇せずに注
文できるようにお金稼ぎなさいよ」と、仕事帰りにコ
ートをハンガーにかける母に言われます。「注文したい
と思って見てるんじゃない。この中から一つだけ注文
しなくてはならない状況になったとしたらどれにする
かを、今から検討しているだけだ」と返す私に、母は
本気で可哀想な感じの目を向けます。
　私が中学2年生という思春期真っ只中のときに、う
ちの父が「好きな人ができた」と言ってさらりと家を
出て行ってから早10年弱。こんな感じで母と私の会
話は全く変わっていません。自分は恐らくひとりっ子
だったこともあって、他の家庭よりも母と二人、たく
さんの会話があったように思います。母はそろそろ還
暦を迎えますが、舞踊が好きで、芸術的な学問に未だ
熱心に取り組んでいて、昔から私にそういう話をして
くれます。そういうことは、父がいてもいなくても変
わらないことでしょう。
　父のやり方は人として閤違っていたか、捨てられた
母は果たして不幸なのか、その辺についてはよくわか
りません。母は父のことを間違っていたと言うし、父
は母を可哀想な人問と思うかもしれないけれど、私に
とってそれはその両者の問で完結していることにしか
過ぎませんし、答えの出ないことなので興味もありま
せん。ただ、自分が彼らの行動について好きか嫌いか
については言えます。変な話、浮気することや一途に
愛し合うことのどれが正しくてどれが間違いかという
ことは誰にも決め付けられません。でも、それぞれの
状況；を好きか・嫌いかということに関しては、誰しも
が自信を持ってロにすればいいことだと思います。な
ので私は声高に言うようにしています。慰謝料と養育
費を家裁で決まった額の半分程度しか払わない父の態
度については、嫌いです。
　　　　　　　　　　＠＠＠
　どのように両親が離婚したか、また、それがいつ起
こったかによって、子どもの感覚も全く違ったものに
なるでしょうから一概には言えませんが、私の場合は
それが起こったとき、親がどうだったかという状況よ
り自分の状況をまず考えていました。正直、学校での
女の子同士の人間関係や、欲しいCDをあと何ヶ月分
のお小遣いをためたら買えるかといったようなことの
方が、自分の悩みの上位にあったのです。
　きっと、夫婦にとっての家庭というのは自分たちで
一から築いてきたもので、別な言い方をすると「家庭
作りを手がけてきた」とでも言えるのでしょうか。だ
からそれが壊れるときには色んなことを考え、また、
子どもがいるとなると余計に心配するのかもしれませ
ん。自分も「結婚」という二文字がそう遠いものでは
なくなってきたこの年齢になって、やっとそういう大
人の気持ちが想像できるようになりました。
　でも私の経験からすると、子どもはそういう方向で
は離婚というものを捉えていません。子どもにとって
は、家庭は自分が生まれる以前からあって、気付いた
ら自分はそこで生かされていたというだけだからで
す。心配してもしなくても、自分とは別の場所でその
システムは動いているものなのです。
　自分がそうなので、母子家庭の場合しかわかりませ
んが、親と同じ目線で困ったことを自覚するとしたら、
経済的な面について母親がロにすることがきっかけと
なって初めて思うくらいのものだと思います。私の場
合も同じで、まず高校時代に学費がなかなか払えなく
なり、母親が支払いを待ってもらうよう校長先生に手
紙を書いたりしたことがありました。私の場合、その
辺の環境には恵まれ、何とか融通してもらうことがで
きました（もちろん、待ってもらっただけでちゃんと
払っています）。大学時代は奨学金を受けていました
（今はせっせと返済に勤しんでいます）。また、学費を
支払う時期になる度に父親に電話をして、払ってくれ
ない養育費をなんとか出させながら4年間を過ごし、
昨年無事に卒業することができました。父がお金を出
さないとき、母が貯金を切り崩してくれたりもしまし
た。感謝しています。
　　　　　　　　　　＠＠＠
　当たり前ですが、母はそういう状況について憂いて
自暴自棄な言葉を言うときもありました（今もありま
す）。でもそういうことも、子どもは、自分にはどうす
ることもできないものだと何となくわかっているみた
いなところがあります。なので基本的に、自分はそう
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いうことについて積極的に対処しなかったような記憶
があります。実は子どもとして一番苦痛なのは、両親
が離婚したこと自体ではなく、「子どもは両親が離婚し
たことを悲しむべき」とする周りの空気だったりしま
す。私の場合は、母親や、母親側の親戚の人たちのそ
ういう雰囲気のことです。
　子どもにとって両親の離婚というのは、地球人にと
っての温暖化現象のように、規模が大きすぎて逆に認
識し辛いものであるのです。子どもにとって、「クラス
の中で○○ちゃんが××ちゃんの絶学を言っていた」
ということの方が、とても身近で自分にダイレクトに
迫る悩みだったりします。それを「そんなことよりお
母さんのことを考えなさい」と一蹴されてしまうこと
は、本人にとってはとてつもない苦痛です。
　無論、両親の別れ方や時期にもよると思うので一概
には言えないのが前提で、中には離婚についてのみ辛
い思いをした人もいるかもしれませんが、あくまで私
や私の周りのシングル家庭で育った人間の話を聞く限
りではそんな感じです。
　そういえば、シングル家庭で育った人と話すと、皆
決まって言うのが、「他人から両親の話を聞かれたとき
に、こっちは何の気なしに『うちは片親なんで』と返事
をすると、相手に決まりの平そうな顔をされて、それ
が申し訳ない」という話です。自分にもそのような経
験があります。凄くよくわかる話です。
　それなりに学校教育を受けてきて、ある程度の想像
力なんかを養ってきた人、そしてそれが、家庭の崩壊
を経験したことのない人であれば、どうも「シングル
家庭に育った」と聞くと的外れなものを想像するらし
いんですね。ドラマなんかでありがちな、「お父さんに
出て行かれたら暮らしていけないよ」みたいな空気の
ことです。実際は暮らしていけています。
　そんな感じで「辛いこと言わせてごめんね」なんて
言われてしまうと、むしろ相手に気を遣わせてしまっ
た気がして、私たちの中には多少の罪悪感が芽生えま
す。そういうことが何回か繰り返されて、シングル家
庭で育った人は、何となく自分の家庭が片親であった
ことをロに出さなくなっていくようです。自分に片親
しかいなかったことが恥ずかしいとか後ろめたいとか
思っているわけではなく、相手に気を遣われたくない
からというのが、自分の家庭環境を喋らない主な理由
です。違う人もいるかもしれませんが、私は完全にそ
うですし、私の周りのシングル家庭の知り合いも皆そ
うだと言います。最近では、「相手に聞かれる前に会
話の流れで自分からシングル家庭で育ったことをさら
りと言つとく」という手も身につけました。こう見え
て我々子どもは学んでいます。
　似たような感じで、私は結婚についてはわりと悲観
的で、どちらかというとしたくないと思っているので
すが、そういうことをロにすると「辛い思いをしたか
らだね」なんて言われてしまうのです。そうじやない
んです。単純に、母親になる自分に自信が持てないか
らという、ありがちな理由だけなんです。
　　　　　　　　　　＠＠＠
　結局のところシングル家庭なんてことは関係なく、
ほとんどの悩みはありがちなことですし、私たちにと
って実際大事なのは、近くのスーパーで今日は何が安
いかなとか、明日は仕事が長引かなければいいなとか、
要するにそういう普通の暮らしのことなのです。シン
グル家庭に育った子どもでも、一般的に円満といわれ
る家庭に育った子どもでも、大人になればほぼ違いは
ありません。人間なんて大概、食欲と性欲についての
悩みしか持ちませんし。あとお金。これは確かに大き
いかもしれませんが、自分で稼ぐことのできる歳にな
れば、努力ではどうにもならない悩みよりよっぽど気
楽に構えることができるようになります。つべこべ言
う前に働けばいいわけですから。
　私も実際、毎日欠かさず考えることといえば、今日
の夕飯を何にするかです。出て行った父の人生、私と
一緒にいる母の幸せについてではありません。
　夜になると、私は面倒臭いなあと言いながら台所に
立って、バイトからの帰り道に考えていたご飯を作り
ます。やがて仕事を終えた母が帰り、二人置協力しな
がら夕食の準備ができます。意識の半分でテレビを見
ながら、二人で仕事の愚痴をこぼしつつ夕食をとる。
食後に箸を置くと、「早くお茶いれて一」と母が言い、
「自分で入れてよ一」なんてロ答えしながら、私は渋々
お湯を沸かしに席を立つ。実際シングル家庭というの
は、ただこれだけのことです。隣でお茶をすする母は、
私が着ているユニクロの色違いを着ています。こうい
う空気というのは、我々親子二人の間でのみ完結して
いく空気なのだろうなと思います。私はそういうのは、
好きです。
※手紙、メール、FAXなどで声をお寄せ下さい。
　「取材して下さい」というお申し込みも大歓迎。
謝礼は図書券2，000円です。
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難難藝鞍
第162号　東京都　U・Sさん
［家族構成〕
私　　50歳（失業中）
息子　20歳（定時制高校生）
《家計簿内訳・2007年1月分》
　　　　　　★収入★
失業保険（※1）　　　　68，016円
定額貯金利子（※2）　　29，080円
預金引出し　　　　　　64，604円
合計　　　 161，700円
（※1）1月は13B分のみ。
2月は145，000円位ある予定。
（※2）10年前の35万円の定額預金の利子。
リストラや子どもの不登校屠乗り越えて、
いまは私自身がモラトリアムの時期…
　　　　　　★支出★
家賃・都営住宅（※3）
国民健康保険（2人分）
食費
電気代
ガス代
水道代
固定電話料金
携帯電話料金（私のみ）
クレジット引き落とし（※3）
交通費
医療費
息子の学費＆小遣い
息子の洋誌代
交際費（※4）
雑費
1　5，000円
　8，730円
38，248円
　3，320円
　4，605円
約2，500円
　4，511円
　3，873円
10，600円
　3，550円
　1，770円
22，960円
　4，000円
33，190円
　4，843円
合計　　　 161，700円
（※3）現在、減額されているため、通常の半額
（※4）パソコン教室授業料・10回分割払い。
（※5）今月は、母へのお年玉10，000円＆
古希の誕生祝い費用の12，890円を含む。
◎失業中は生活を6割に縮小
　昨年の暮れに、正式に会社を辞めました。
「正式に」というのは、それまでの約1年閤
は傷病手当をもらって休職していたからで
す（この経緯は後述）。　収入が6割になっ
たので、休職中から生活はなるべく節約を
心がけ、6割の支出で収めるようにしてき
ました。これからの半年間も収入は失業保
険に頼ることになりますから、その範囲内
で暮らすペースは守っていきたいと思いま
す。失業に伴って切り替わった国民年金保
険料を今月は払ってないのは、免除や減額
などの措置をとろうか思案中だからです。
　我が家の家計の最大のポイントは、離婚
後、都営住宅に住めていることだと思って
います。収入に応じて家賃が決まりますし、
民間の賃貸料金の3分の1くらいで済みま
すから、お給料が低くても、今回のように
失業しても、今までなんとか暮らしてこれ
たのは、このおかげです。
　パソコン教室の授業料のクレジット引き
落としは4月で終わります。スキルアップ
のために昨年5月から始めましたが、プリ
ータイムの予約制で、プログラムに沿って
自己トレーニングするやり方。私には合っ
ていないようで、今は休んでいます。
　息子が通う都立の定時制高校の授業料
は減免してもらっています。その他の修学
旅行の積み立ての方が、お金がかかります。
いまのところ息子はオシャレやブランド物
などには目覚めていないため、高価なモノ
を欲しがらないのは助かります。携帯電話
も「持つのなら自分で通信料は払う」こと
にしてあるので、ほとんどアルバイトをし
ていない現状では持たないまま過ごしてい
ます。
　交際費については、今月は特別な数字で
す。お年玉の他、今年70歳になる母のため
に兄弟でお祝いの食事会を開き、贈り物を
［住居］築40年以上内装7年前リフォームあり
　　　　　　　　　　　　（都営住宅）
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しました。私自身の新年会や、ストレス発
散のための友だちとの飲み代も含まれて
おり、いつもの月よりはだいぶ出費は多め
になりました。
　蛇足ですが、臨時収入として、10年前に
預けた元本35万円の定額預金の利息が入
り、その利率のよさに驚きました。いまは
預け替えても、こんな利息は望めませんも
のね。
◎ハンドの会などから得た情
　報が、離婚準備に役立った
　離婚の直接的な原因はドメスティック・バ
イオレンス（DV）です。結婚して2年目くら
いから始まりました。当時はDVという言
葉もなく、伯父から「子どものために」と詣．
され、離婚は思いとどまるようにと反対さ
れました。私が初孫で、一番先に結婚した
こともあったのでしょうね。でも、ここ4、
5年、そのときに反対した伯父や叔母の子
どもニいとこたちが次々と離婚して、その
離婚率は半分以上。離婚は普通のこととし
て受け止められるようになったようで、時
代は変わったなと感じます。
　同じ歳の夫は、一旦カーッとなると感情
が抑えられないタイプ。結婚前にも何度か
「女じゃなかったら殴っている」という言葉
は聞きましたが、でも実際に手が出ること
はありませんでした。結婚早しばらくして
から、そのタガが急に外れたといった感じ。
最初の暴力は、家の引越し前夜のことでし
た。酔っ払って夜12時過ぎに帰宅した夫
に、少しは準備を手伝って欲しいという気
持ちから「なんで遅くなったの…」と問うと
その言葉を言うか言い終わらないうちに
殴られました。それから朝5時頃まで延々
と怒鳴られ続け、恐怖と青アザで腫れ上が
った顔で、引越し業者と手伝いに来た母を
出迎えました。
　母は「子どもが大学生になるまで私は生
きていられるから、助けてあげられる。あ
んな男とは、はやく離婚をしなさい」と勧
め、後押ししてくれました。母親自身も離
婚を経験していて、当時大学生だった私を
筆頭に3人の子どもを連れて別れてから働
いたので、自らの体験から、別れてもなん
とかやっていけるという自信があったよう
で、「私も手助けしてあげるから」とありが
たい言葉をかけてくれたのです。
　でも私自身は「もうしない」という夫にt
なかなか見切りをつけられませんでした。
様子を窺いながら過ごしていたのですが、
（6）
半年後、また夫の手足が出始め、それから
は出て行こうとすると引き戻されるとい
う繰り返し。まともな形で家を出ること
は難しいと気力が萎えることもありまし
た。踏ん切りがついたのは、夫の暴力が
始まると、最初の頃は恐怖で泣き叫んで
いた3歳になる息子が、ある日、夫と一緒
に私に手足を出したからです。「このまま
ではいけない」と、出て行くことを決して
悟られないよう、翌朝、いつもと同じよう
に夫を見送った直後に荷物をまとめ、子
どもと実家へ戻りました。
　その後、離婚できるまでに3年閂かかり
ました。しつこくかかる電話、家の前で待
ち続けられたり、配慮のない調停の場で
顔を合わせることの恐怖etc．…いろいろ
ありましたが、早い段階でハンドの会やニ
コニコ離婚講座を知り、たくさんの役立
つ情報を手に入れることができて、母子
で暮らしていく準備をすることができま
」た。同じ立場の友だちもできました。
　離婚後、養育費は1年半で振り込まれな
くなりました。夫の言い分は、私が引っ越
し先の住所を教えなかったから。いわく
「俺が死んだとき、どこに連絡するんだ」
・何をかいわんや、です。それと同時に、
年に2回ほどの息子との面接も自動消滅
しました。途切れた養育費を請求しなか
ったのは、お金をもらうよりも二度と会わ
ない方が、私にとっては精神衛生上よかっ
たから。でも、子どもに対しては「見捨て
てはいない」という誠意の表れ、父親の義
務として振り込み続けて欲しかったし、私
も要求すべきだったとも思います。
◎乳癌、リストラ、パワハラ…
　夫のもとを飛び出すまでは専業主婦で
したが、実家にもどってからは、すぐにバ
　トや派遣で働き始めました。もちろん
正規雇用先を探したのですが、面接で「就
学前の子どもがいる」というと、とたんに
相手の顔が曇るという繰り返し。派遣先
で「勘定科目」の意味がわからず、勉強す
る必要性も感じたため、半年間、職業訓
練校で「経理事務」を学びました。まだ離
婚は成立していませんでしたが、養育遺棄
されたという解釈で、手当をもらって通え
る母子家庭ワクに入れたのです。男女雇
用機会均等法ができる直前のことで、35
歳以上の女性と母子家庭の母だけのクラ
スがあり、そこで学ぶことは楽しく、友人
もできました。
　卒業後、経理事務職での採用ではあり
ませんが複数の会社の面接に受かり、そ
の中で一番大きくて名前の知れた会社に
就職しました。母子家庭であることはわ
かっているわけだし、悪いようにはしない
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だろうと思ったからです。最初に配属さ
れた部署は採算がとれないためにすぐ潰
れ、新しい部署に移ったために肩身の狭
い思いはしましたが、正社員として働き続
けることができました。この問に離婚が
成立。それとほぼ同時期に、都営住宅の
抽選に当たり、小学校入学を目前に控え
た息子と2人で実家から移り住みました。
　35歳前に、なんとか就職できて安心し
ていたのですが、でもこの会社を5年足ら
ずでリストラされることになったのです。
業績悪化で早期退職者を募っていた頃に、
乳癌を宣告されて手術。手術後に癌では
なかったことがわかった、いわば医療ミス
のような入院中に、各部署から一人ずつ
リストアップされたリストラの対象に知ら
ない閤にされていて、なんと退院1週間後
に辞めてほしいと宣告されました。晴天
の霞麗で、しかるべき機関に相談する知
識もなかったために受け入れざるを得ず、
人事部長には次の職場が見つかるまでは、
面接のためには休んでもいいからと頭を
下げられましたが、大ショックでした。
　悔しさからすぐに決めた次の職場は、
上司がいじわるな人で半年で辞めること
になり、前のリストラと手術のときに休ま
なかったこともあり、失業保険をもらって
半年休みました。その後、ハローレディス
ワーク（当時）で見つけたのが、昨年末に辞
めた会社。住まいのすぐ近くにあり、営業
事務職で10年ほど籍を置きました。
　この職場のよかったのは、歩いて通え
る近さだったことです。息子が小学校6年
生で不登校になったときも、昼休みに帰
って昼食を作って一緒に食べることがで
きました。またしても乳癌と宣告された
ときには、以前と同じ轍を踏まないため
にも患者会などから情報を集め、2ヶ月か
げて病院と先生を納得がいくまで探しま
した。そして、前回は入院中にリストラが
決まっていたというトラウマから、会社に
は病名は一切言わずに1泊2日で皮下乳腺
の全摘出と乳房の同時再建手術をし、休
みは6日間とっただけで職場復帰を果た
しました。肉体的にはきつかったけれど、
精神的にはその方が楽でした。癌とわか
ったときには、会社を辞めた方がいいと
思ったのですが、この会社でやれるだけ
やってみようと思っていました。
　でも、それから何年後かに、結局、辞め
ざるをえなくなったのは、職場内のイジメ
が原因ですね。私を気に入らない同僚の
女性がまわりを巻き込み、上司までが絡
んで、後からパワーハラスメントだったと
認識しました。子どもの状態や自分の身
体がたいへんなときには気にならなかっ
たのですが、それらが一段落したときに、
一気に耐えられなったんです。1週間、ま
ったく眠れなくなって医者に行ったら、傷
病手当の存在を教えてくれ、診断書を書
いてくれたため、病気のこともあり、体の
方が大事だと思い、約1年間、手当をもら
いながら休職しました。
　仕事には、できれば戻りたかった。だか
ら、離れた場所にある部署への職場復帰
をずっと会社に交渉していたんです。公的
機関にも閤に入ってもらい粘りましたが、
結局戻れずに、会社都合による退職扱い
で昨年末に正式に退職しました。
◎そろそろ仕事復帰へ準備を
　いまは、不登校だった息子もなんとか
前向きに努力して落ち着き始め、あと半
年は失業保険で暮らせるため、少し余裕
がある状態ですが、離婚して15年、がむ
しゃらに頑張ってきたのが、ここにきて気
力が途切れてしまいました。やる気が出
ずに、迷いの時期に入っているというのが
実感。仕事をしていない期間が1年半以上
になり、自信がなくなったため、4月から
また職業訓練校へ通うことも視野に入れ
ています。これから何をやったらいいん
だろうかと、わからなくなって漠然と思い
悩む日々です。
　母も衰えてきて頼りにできなくなり、息
子は落ち着いたとはいえ20歳を迎えるの
に自立のメドは見えず、私自身はそろそろ
更年期障害なのか、目的とか希望とか楽
しみが見えない状態で、少し閉じこもり
気味です。人間、ある程度、忙しいくらい
が、ちょうどいいのかもしれません。
★収入が減ったらその範囲できちんと支
出を抑える、困ったときには多方面から情
報を集めて活用する労力を惜しまないU
さんは、きっとまじめな努力家なのでしょ
うね。息子さんは不登校などで少し回り
道をしたため、自立の時期も少し先ヘズ
レ込んでいるだけ。ご自分の力で前へ進
み始めているのですもの、時間はかかっ
てもきっといっかは巣立って行かれます。
その後のUさん自身の人生のために、いま
準備を始める時期なのかも。そんなこと
を語り合ったり、参考になる話が聞ける
仲閤も、またハンドの会で見つかるかもし
れませんよ。　　　　　　（円より子）??
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